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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用紙を搬送する用紙搬送路を有する用紙搬送装置であって、
　前記用紙搬送路の一部を構成し、前記用紙搬送路上の所定の位置に配置される第１の部
材と、
　前記第１の部材と対向する位置に配置される第２の部材と、
　前記第１および第２の部材の間に挿入するように配置される挿入部材と、
　前記第１および第２の部材の前記用紙搬送路側に配置され、前記用紙搬送路を通過する
用紙からの静電気放電を避雷させる避雷部材とを備え、
　前記避雷部材は、前記第１の部材および前記第２の部材の前記用紙搬送路側に設けられ
る平らな面状の平板部と、
　前記用紙搬送路に交差する方向に前記平板部の端部を折り曲げるようにして形成される
折り曲げ部とを含み、
　前記折り曲げ部は、前記用紙搬送路が位置する方向に折り曲げられている、用紙搬送装
置。
【請求項２】
　用紙が前記用紙搬送路上の所定の位置を通過したか否かを検出する検出部を備え、
　前記検出部は、前記第１の部材に設けられ、光を照射する発光面と、前記第２の部材に
設けられ、前記発光面から照射された光を受光する受光面とを含み、前記挿入部材を前記
用紙搬送路を通過する用紙に連動させて、前記発光面から照射された光を遮光させるか否
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かによって検出する、請求項１に記載の用紙搬送装置。
【請求項３】
　前記折り曲げ部は、前記用紙搬送路が位置する方向と、前記用紙搬送路が位置する方向
と逆の方向と、両方の方向に折り曲げられている、請求項１または２に記載の用紙搬送装
置。
【請求項４】
　前記用紙搬送装置は、画像を形成するための用紙を搬送する給紙装置を含む、請求項１
～３のいずれかに記載の用紙搬送装置。
【請求項５】
　前記用紙搬送装置は、画像を形成する基となる原稿を搬送する原稿送り装置を含む、請
求項１～４のいずれかに記載の用紙搬送装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の用紙搬送装置と、
　画像を形成する画像形成部とを備える、画像形成装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、用紙搬送装置および画像形成装置に関し、特に、静電気放電からの保護機
能を具備する用紙搬送装置および画像形成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置には、用紙を搬送する用紙搬送装置が具備されている。用紙搬送装置には
、用紙が用紙搬送路上の所定の位置を通過したか否かを検出する検出部が具備されている
。検出部は、ＰＩ（Ｐｈｏｔｏ　Ｉｎｔｅｒｒｕｐｔｅｒ）センサとしての発光側部材お
よび受光側部材を含む。発光側部材には、光を照射する発光面が設けられており、受光側
部材には、発光面から照射された光を受光する受光面が設けられている。また、検出部は
、発光側部材および受光側部材の間に挿入するように配置される挿入部材を含む。
【０００３】
　挿入部材は、用紙が通過すると、用紙と接触することによって、所定の角度回転する。
これにより、挿入部材は、発光面から照射された光を遮光しない。そして、検出部は、用
紙が用紙搬送路上の所定の位置を通過したと検出する。
【０００４】
　また、挿入部材は、用紙が通過しなければ、回転することなく、発光側部材と受光側部
材との間に位置する。これにより、挿入部材は、発光面から照射された光を遮光する。そ
して、検出部は、用紙が用紙搬送路上の所定の位置を通過していないと検出する。
【０００５】
　用紙は、搬送ローラや搬送ガイド板等と擦れながら用紙搬送路上を搬送されることから
、摩擦によって静電気が発生する。ここで、その発生した静電気による放電が、上記した
検出部に対して行われると、検出部の制御基板等が破壊されてしまう虞がある。
【０００６】
　このような場合に、ＰＩセンサにアース板を取り付けることにより、ＰＩセンサを静電
気放電から保護する技術が、特開２００５－１６２３４２号公報（特許文献１）に開示さ
れている。
【０００７】
　特許文献１によると、アース板は、平らな形状であって、ＰＩセンサの発光側部材およ
び受光側部材の用紙搬送路側に配置されている。そして、発光側部材および受光側部材の
用紙搬送路側の面全体を覆うような状態となっている。これにより、静電気放電をアース
板に対して行い、ＰＩセンサを静電気放電から保護することとしている。
【特許文献１】特開２００５－１６２３４２号公報（図５）
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、特許文献１に開示の技術では、アース板は、平らな形状である。この場合、Ｐ
Ｉセンサを静電気放電から保護するために、アース板は、発光側部材および受光側部材の
用紙搬送路側の面より大きめの形状とする必要がある。特に、アース板をＰＩセンサに取
り付ける際の取付誤差を考慮した場合に、大きめの形状とする必要がある。この場合、発
光側部材および受光側部材の間の空間が狭くなってしまう。そうすると、発光側部材およ
び受光側部材の間の空間に配置される挿入部材のスムーズな動作が、困難となってしまう
。その結果、検出部は、用紙が用紙搬送路上の所定の位置を通過したか否かを適切に検出
することが困難となってしまう。
【０００９】
　この発明の目的は、部材を静電気放電から適切に保護すると共に、正常に動作させるこ
とができる用紙搬送装置を提供することである。
【００１０】
　この発明の他の目的は、部材を静電気放電から適切に保護すると共に、正常に動作させ
ることができる画像形成装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この発明に係る用紙搬送装置は、用紙を搬送する用紙搬送路を有する。そして、用紙搬
送路の一部を構成し、用紙搬送路上の所定の位置に配置される第１の部材と、第１の部材
と対向する位置に配置される第２の部材と、第１および第２の部材の間に挿入するように
配置される挿入部材と、第１および第２の部材の用紙搬送路側に配置され、用紙搬送路を
通過する用紙からの静電気放電を避雷させる避雷部材とを備え、避雷部材は、第１の部材
および第２の部材の用紙搬送路側に設けられる平らな面状の平板部と、用紙搬送路に交差
する方向に平板部の端部を折り曲げるようにして形成される折り曲げ部とを含み、折り曲
げ部は、用紙搬送路が位置する方向に折り曲げられている。
【００１２】
　好ましくは、用紙が用紙搬送路上の所定の位置を通過したか否かを検出する検出部を備
え、検出部は、第１の部材に設けられ、光を照射する発光面と、第２の部材に設けられ、
発光面から照射された光を受光する受光面とを含み、挿入部材を用紙搬送路を通過する用
紙に連動させて、発光面から照射された光を遮光させるか否かによって検出する。
【００１４】
　さらに好ましくは、折り曲げ部は、用紙搬送路が位置する方向と、用紙搬送路が位置す
る方向と逆の方向と、両方の方向に折り曲げられている
【００１５】
　さらに好ましくは、用紙搬送装置は、画像を形成するための用紙を搬送する給紙装置を
含む。
【００１６】
　さらに好ましくは、用紙搬送装置は、画像を形成する基となる原稿を搬送する原稿送り
装置を含む。
【００１７】
　この発明の他の局面においては、画像形成装置は、上記のいずれかに記載の用紙搬送装
置と、画像を形成する画像形成部とを備える。
【発明の効果】
【００１８】
　この発明に係る用紙搬送装置は、静電気放電を避雷させる避雷部材を備え、避雷部材は
、用紙搬送路に交差する方向に折り曲げられた折り曲げ部を含む。これにより、挿入部材
が配置される第１および第２の部材の間の空間を狭くすることなく、用紙搬送装置を構成
する部材を静電気放電から適切に保護することができる。その結果、部材を静電気放電か
ら適切に保護すると共に、正常に動作させることができる。
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【００１９】
　また、この発明に係る画像形成装置は、このような用紙搬送装置を備えるため、部材を
静電気放電から適切に保護すると共に、正常に動作させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、この発明の実施の形態を図面を参照して説明する。図１は、この発明の一実施形
態に係る用紙搬送装置９を備える画像形成装置をデジタル複合機１０に適用した場合のデ
ジタル複合機１０の構成を示すブロック図である。図１を参照して、デジタル複合機１０
は、デジタル複合機１０全体を制御する制御部１１と、画像データ等の書き込みや読み出
しを行うためのＤＲＡＭ１２と、デジタル複合機１０の有する情報を表示する表示画面を
含み、デジタル複合機１０におけるユーザとのインターフェースとなる操作部１３と、原
稿トレイ（図示せず）にセットされた原稿を自動的に所定の原稿読み取り位置へ搬送し、
排出トレイ（図示せず）に排出する原稿送り装置１４と、原稿送り装置１４によって搬送
されてきた原稿の画像を所定の読み取り位置でスキャナで読み取る画像読取り部１５と、
画像読取り部１５で読み取られた原稿等からその画像を形成する画像形成部１６と、用紙
カセット（図示せず）にセットされた用紙を画像形成部１６まで搬送し、排紙トレイ（図
示せず）に排出する給紙装置２３と、画像データ等を格納するハードディスク１７と、公
衆回線２０に接続されるＦＡＸ通信部１８と、ネットワーク２１と接続するためのネット
ワークＩＦ（インターフェース）部１９とを備える。
【００２１】
　この発明の一実施形態に係る用紙搬送装置９は、給紙装置２３を含む。
【００２２】
　制御部１１は、画像読取り部１５から与えられる原稿データをＤＲＡＭ１２に圧縮符号
化して書き込み、ＤＲＡＭ１２に書き込んだデータを読み出し、伸張復号化して画像形成
部１６により出力する。
【００２３】
　デジタル複合機１０は、画像読取り部１５により読み取られた原稿を用いて、ＤＲＡＭ
１２を介して画像形成部１６において画像を形成することにより、複写機として作動する
。また、デジタル複合機１０は、ネットワークＩＦ部１９を通じて、ネットワーク２１に
接続されたパソコン２２から送信された画像データを用いて、ＤＲＡＭ１２を介して画像
形成部１６において画像を形成することにより、プリンターとして作動する。さらに、デ
ジタル複合機１０は、ＦＡＸ通信部１８を通じて、公衆回線２０から送信された画像デー
タを用いて、ＤＲＡＭ１２を介して画像形成部１６において画像を形成することにより、
また、画像読取り部１５により読み取られた原稿の画像データを、ＦＡＸ通信部１８を通
じて公衆回線２０に画像データを送信することにより、ファクシミリ装置として作動する
。すなわち、デジタル複合機１０は、画像処理に関し、複写（コピー）機能、プリンター
機能、ＦＡＸ機能等、複数の機能を有する。さらに、各機能に対しても、さらに詳細に設
定可能な機能を有する。
【００２４】
　なお、図１において、太線の矢印は画像データの流れを示しており、細線の矢印は制御
信号または制御データの流れを示している。
【００２５】
　用紙搬送装置９は、用紙を搬送する用紙搬送路を有する。また、用紙搬送装置９は、用
紙が用紙搬送路上の所定の位置を通過したか否かを検出する検出部３０を有する。図２は
、検出部３０の一例を示す斜視図である。図３は、図２に示す検出部３０を図２中の矢印
Ａの方向から見た図である。図４は、図２に示す検出部３０を図２中の矢印Ｂの方向から
見た図である。なお、図４中の点線で、用紙搬送路３７を示している。図１～図４を参照
して、検出部３０について説明する。用紙は、図２～図４中の矢印Ｄで示す方向に搬送さ
れる。
【００２６】
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　検出部３０は、用紙搬送路３７の一部を構成し、用紙を搬送する用紙搬送路３７上の所
定の位置に配置される。給紙装置２３における検出部３０は、用紙カセットから排紙トレ
イまでの間の所定の位置に配置される。また、検出部３０は、ＰＩセンサとしての発光側
部材３４および受光側部材３５を備える。
【００２７】
　図２を参照して、発光側部材３４は、第１の部材であって、直方形状に形成されている
。また、発光側部材３４には、光を照射する発光面３４ｂが設けられている。
【００２８】
　受光側部材３５は、第２の部材であって、直方形状に形成されている。また、受光側部
材３５には、発光面３４ｂから照射された光を受光する受光面３５ｂが設けられている。
【００２９】
　発光側部材３４と、受光側部材３５とは、対向する位置に配置されており、発光面３４
ｂと受光面３５ｂとが対面するようになっている。また、発光側部材３４と、受光側部材
３５とは、直方形状の連結部材３６によって、用紙搬送方向（矢印Ｄで示す方向）の上流
側の各々を連結されている。すなわち、発光側部材３４と、受光側部材３５と、連結部材
３６とから構成される検出部３０は、図２中の矢印Ａの方向から見た場合に、略コの字型
となるように配置されている。
【００３０】
　また、検出部３０は、挿入部材３２を備える。挿入部材３２は、矢印Ｄの方向に垂直な
方向に延びる形状である。そして、発光側部材３４と受光側部材３５との間に挿入するよ
うに配置されている。すなわち、略コの字型の発光側部材３４と受光側部材３５との間に
形成される空間３０ａに配置されている。検出部３０は、挿入部材３２を用紙搬送路３７
を通過する用紙に連動させて、発光面３４ｂから照射された光を遮光させるか否かによっ
て、用紙が用紙搬送路３７上の所定の位置を通過したか否かを検出する。
【００３１】
　具体的には、挿入部材３２は、図２および図４中に示すＯの位置を中心として、回転自
在に支持されている。そして、用紙が矢印Ｄで示す方向に搬送された場合、用紙と接触す
ることによって、Ｏの位置を中心として、矢印Ｃの方向に所定の角度回転する。これによ
り、挿入部材３２は、発光面３４ｂから照射された光を遮光しない。そして、検出部３０
は、用紙が用紙搬送路３７上の所定の位置を通過したと検出する。なお、図２および図４
中の一点鎖線で、矢印Ｃの方向に所定の角度回転した挿入部材３２を示している。
【００３２】
　また、用紙が搬送されない場合、挿入部材３２は、上記のように回転することなく、発
光側部材３４と受光側部材３５との間に位置する。これにより、挿入部材３２は、発光面
３４ｂから照射された光を遮光する。そして、検出部３０は、用紙が用紙搬送路３７上の
所定の位置を通過していないと検出する。
【００３３】
　また、検出部３０は、避雷部材３３を備える。避雷部材３３は、導電部材から形成され
ており、アース接地された部材（図示せず）と接続されている。避雷部材３３は、薄板状
であって、図３中のｔで厚みを示している。なお、図２～図４においては、理解を容易に
する観点から、避雷部材３３の厚みｔは、実際よりも厚みを持たせて図示している。
【００３４】
　避雷部材３３は、発光側部材３４および受光側部材３５の用紙搬送路３７側に配置され
ている。そして、用紙搬送路３７を通過する用紙からの静電気放電を避雷させる。避雷部
材３３は、平板部３８を備える。
【００３５】
　平板部３８は、平らな形状であって、発光側部材３４および受光側部材３５の用紙搬送
路３７側の面３４ａ，３５ａと、連結部材３６の用紙搬送路３７側の面３６ａと、全体に
設けられている。
【００３６】
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　また、避雷部材３３は、折り曲げ部３９をさらに備える。
【００３７】
　折り曲げ部３９は、用紙搬送路３７と交差する方向に折り曲げられており、この実施形
態においては、用紙搬送路３７が位置する方向に、平板部３８の端部を折り曲げるように
して形成されている。具体的には、用紙搬送路３７側の面３４ａ，３５ａ，３６ａと垂直
な方向に折り曲げるようにして形成されている。
【００３８】
　折り曲げ部３９は、上記した空間３０ａを形成する面に沿って設けられている。具体的
には、発光側部材３４において、矢印Ｄで示す方向の下流側端部と、発光面３４ｂ側とに
設けられている。また、折り曲げ部３９は、受光側部材３５において、矢印Ｄで示す方向
の下流側端部と、受光面３５ｂ側とに設けられている。また、折り曲げ部３９は、連結部
材３６において、発光側部材３４と受光側部材３５との間の部分であって、矢印Ｄで示す
方向の下流側端部に設けられている。
【００３９】
　また、折り曲げ部３９を構成し、空間３０ａ側に位置する外側面３９ａは、発光面３４
ｂおよび受光面３５ｂと面一になるように構成されている。
【００４０】
　このように、用紙搬送装置９は、静電気放電を避雷させる避雷部材３３を備え、避雷部
材３３は、用紙搬送路３７に交差する方向に折り曲げられた折り曲げ部３９を含む。これ
により、挿入部材３２が配置される第１および第２の部材３４，３５の間の空間３０ａを
狭くすることなく、用紙搬送装置９を構成する部材を静電気放電から適切に保護すること
ができる。その結果、部材を静電気放電から適切に保護すると共に、正常に動作させるこ
とができる。
【００４１】
　また、この場合、折り曲げ部３９は、用紙搬送路３７が位置する方向に折り曲げられて
いることから、折り曲げ部３９に、静電気を放電しやすくすることができる。したがって
、静電気放電から適切に保護することができる。
【００４２】
　また、このような用紙搬送装置９を備えるデジタル複合機１０は、部材を静電気放電か
ら適切に保護すると共に、正常に動作させることができる。
【００４３】
　なお、上記の実施の形態においては、折り曲げ部３９は、用紙搬送路３７が位置する方
向に、平板部３８の端部を折り曲げられた形状である例について説明したが、これに限る
ことなく、用紙搬送路３７が位置する方向と逆の方向に、平板部３８の端部を折り曲げら
れた形状であってもよい。こうすることにより、発光側部材３４および受光側部材３５を
覆うことができるため、静電気放電から適切に保護することができる。
【００４４】
　また、折り曲げ部３９は、用紙搬送路３７が位置する方向と、用紙搬送路３７が位置す
る方向と逆の方向と、両方の方向に折り曲げられた形状であってもよい。また、平板部３
８の端部の位置に応じて、用紙搬送路３７が位置する方向と、用紙搬送路３７が位置する
方向と逆の方向とを選択して折り曲げられた形状であってもよい。例えば、発光面３４ｂ
側および受光面３５ｂ側に設けられる折り曲げ部は、用紙搬送路３７が位置する方向に折
り曲げられた形状であって、発光面３４ｂ側および受光面３５ｂ側以外に設けられる折り
曲げ部は、用紙搬送路３７が位置する方向と逆の方向に折り曲げられた形状である。
【００４５】
　また、上記の実施の形態においては、折り曲げ部３９は、空間３０ａを形成する面に沿
って設けられている例について説明したが、これに限ることなく、平板部３８の周囲全体
に設けられてもよい。
【００４６】
　また、上記の実施の形態においては、折り曲げ部３９は、用紙搬送路３７側の面３４ａ
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たが、これに限ることなく、用紙搬送路３７側の面３４ａ，３５ａ，３６ａと傾斜する方
向に折り曲げるようにして形成されていてもよい。
【００４７】
　また、上記の実施の形態においては、用紙搬送装置９は、給紙装置２３を含む例につい
て説明したが、これに限ることなく、用紙搬送装置９は、原稿送り装置１４を含むもので
あってもよい。この場合、検出部は、原稿トレイから排出トレイまでの間の所定の位置に
配置される。
【００４８】
　また、上記の実施の形態においては、用紙搬送装置９は、検出部３０を有する構成とし
、本発明を検出部３０に適用する例について説明したが、これに限ることなく、用紙搬送
装置９は、検出部３０を有しない構成とし、本発明を用紙搬送路の所定の位置に配置され
る他の部材に適用してもよい。
【００４９】
　以上、図面を参照してこの発明の実施形態を説明したが、この発明は、図示した実施形
態のものに限定されない。図示した実施形態に対して、この発明と同一の範囲内において
、あるいは均等の範囲内において、種々の修正や変形を加えることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】この発明の一実施形態に係る用紙搬送装置を備える画像形成装置をデジタル複合
機に適用した場合のデジタル複合機の構成を示すブロック図である。
【図２】検出部の一例を示す斜視図である。
【図３】図２に示す検出部を図２中の矢印Ａの方向から見た図である。
【図４】図２に示す検出部を図２中の矢印Ｂの方向から見た図である。
【符号の説明】
【００５１】
　９　用紙搬送装置、１０　デジタル複合機、１１　制御部、１２　ＤＲＡＭ、１３　操
作部、１４　原稿送り装置、１５　画像読取り部、１６　画像形成部、１７　ハードディ
スク、１８　ＦＡＸ通信部、１９　ネットワークＩＦ部、２０　公衆回線、２１　ネット
ワーク、２２　パソコン、２３　給紙装置、３０　検出部、３０ａ　空間、３２　挿入部
材、３３　避雷部材、３４　発光側部材、３４ａ，３５ａ，３６ａ　用紙搬送路側の面、
３４ｂ　発光面、３５　受光側部材、３５ｂ　受光面、３６　連結部材、３７　用紙搬送
路、３８　平板部、３９　折り曲げ部、３９ａ　外側面。
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